










































りに昭和の末年まで、版元を変えつつ十数回に及ぶ出版・復刊のあった、息の長い 書もある。しかし、いっぽ では、発行部数も少なく 短命 終わり、一般にはあまり知られていないも もある。それらがその後の研究に積極的に活かされたとは云いがたい。　
ただ、書籍の普及と注釈書としての価値はかならずしも比例しないのであって、日の目をみなかったテキストや注釈書
にも採るべき点がある。われわれは そうした労作の目配りも忘れてはならな のであって、これこそが、先学に対す表敬ではない と思う。　
小論は、筆者が備忘のために作成してきたノートによって『日本書紀』のテキストや注釈書を紹介 たものである。忽




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『古事記』 『日本書紀』の抄訳。 『 については、前掲『國文六國史』や『日本古典全書
　
日本書紀』をテキスト

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   The Nihon shoki   is  the oldest official history of  Japan, covering events 





have added notes  to  it and made annotated books. From 1868, a  lot of  the 
Nihon shoki’s   textbooks with annotations were published. The number of 
them is no less than 100. In this paper, I try to make a list and use them to 
consider the modern study of the Nihon shoki . 
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